
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

土庄町家庭教育支援チーム 

 （呼称：一般社団法人小豆島子ども・若者支援機構） 

 URL：https://shodoshimakw.com/ 

 インスタ：https://www.instagram.com/shodoshimashowz/ 

 Facebook：https://www.facebook.com/hotspaceshowz 

 

②活動拠点 土庄町「ポコ・ア・ポコ」 

③活動範囲 小豆全域 

④組織体制 

 

  約 10 人 

子育て支援員 3 人、養護教諭有資格者 1 人、居宅介護支援員 2 人、介護

福祉士 1 人、社会福祉士 1 人、認定心理士 1 人、元スクールソーシャルワ

ーカー1 人、食育指導士 1 人、元母子生活支援施設支援員 1 人、健康管

理士１人､栄養士 1 人、管理栄養士 1 人､スポーツコーチ 1 人 

（資格の重複あり） 

 

⑤活動開始年度 平成 30 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

相談員  岡 広美 

（TEL）0879-62-9957   （E-mail）hottospace.shouz@gmail.com 

（SNS）090-5332-9171 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

https://shodoshimakw.com/
https://www.instagram.com/shodoshimashowz/
https://www.facebook.com/hotspaceshowz


②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

■保護者等への学びの場の提供 

・ 子育てについての悩みなどを気軽に話せる会の開催  

 頻度：年に数回 

 内容：弊会の居場所や、公民館等で茶話会形式 

・ 食育の会等の開催 

 頻度：年に数回 

 内容：味噌つくり・クッキング体験 等 

・ 栄養（健康）指導  

頻度：年に数回 

内容：随時、相談や希望があった時 等 

 

■子どもや保護者等への地域の居場所づくり 

・ 居場所｢みんな食堂｣の開設。 

頻度：毎週１～２回 

内容：保護者だけではなく、家族や地域の人たちの憩いの場であり、保護

者同士の交流や学びの場でもある。 

 

【アウトリーチ型家庭教育支援】 

■自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等）   

・ こども宅食 

 頻度：週に１回（半年間） 

 内容：子どもや保護者を対象に、お弁当の無料配布を行う。 

宅食を届けて相談対応の時間になっていたり、現状確認の時間にな

ったりしている。 

■その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

・ 情報提供 

・ 相談対応  

・ 他の団体につなげて支援を展開している  

・ 活動の様子などを SNS で発信している。 

・ 公式ラインへの登録者に子育て情報などを配信 

・ パンフレットの配布 他 

 

 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

過去 4 年間の活動実績(概要) 

(1) 活動内容： 

① ワンストップ相談支援件数 

2021 年： 89 件 

2022 年：105 件 

2023 年：152 件 

2024 年：172 件 

② 提供食支援を伴ったこども・若者の居場所参加人数 

2021 年：1,890 人 

2022 年：4,027 人(内、イベント 482 人) 

2023 年：4,317 人(内、イベント 787 人) 

2024 年：4,586 人(内、イベント 800 人) 

③ こども宅食 

2021 年：2,323 食 

2022 年：3,025 食 

2023 年：3,321 食 

2024 年：2,980 食(資金不足による担い手減で、配布先が限定さ

れたため減少) 

④ フードパントリー(食品配布会)  

2021 年：  80 件 

2022 年： 284 件 

2023 年：1,106 件 

2024 年： 939 件(資金不足による担い手減で、配布先が限定され

たため減少) 

 

・様々な年齢の方とのふれあいを通し、子育てに関する情報などを得て、｢こ

どもが可愛く思えるようになった｣や、｢この団体に出あう前は、毎日死にた

いと思っていたけれど、ここに来るようになってから、死にたいと思わなくなっ

た｣という意見や、気軽に相談できる環境が整備されたことにより新たなネッ

トワークが生まれ、こどもが明るくなった、こどもから笑顔が見られるようにな

った等、親もこどもも変化していくなどの成果があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （こども家庭庁（ひとり親家庭等のこどもの食事等支援事業） 

   農水省（食品アクセス確保緊急支援事業） 

   JANPI WAM 等 からの寄付                       ） 

 


